
賀

正

年
が
く
れ
て
も
明
け
て
も
仏
法
聴
聞
、
念

仏
相
続
、
こ
れ
が
真
宗
門
徒
た
る
「
あ
か
し
」

で
あ
る
。
今
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

昨
年
の
秋
、
別
院
に
親
鸞
聖
人
の
銅
像
を

建
立
し
、
そ
の
奉
告
法
要
を
宗
祖
の
ご
命
日

に
厳
修
さ
せ
た
頂
い
た
。
こ
れ
は
、
責
任
役

員
、
加
納
靖
夫
氏
の
ご
懇
念
に
縁
る
も
の
で
、

改
め
て
甚
深
の
謝
意
を
表
し
た
い
。

因
み
に
、
銅
像
建
立
の
歴
史
を
訪
ね
れ
ば

古
く
ギ
リ
シ
ャ
四
千
年
前
と
遡
る
。
し
か
し
、

日
本
で
人
物
像
が
登
場
し
て
く
る
の
は
、
ど

う
も
明
治
以
降
で
全
国
各
地
に
て
激
増
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
多
く
は
偉
人
の
顕

彰
と
偉
業
を
後
世
に
伝
え
る
と
い
う
意
味
合

い
が
強
い
。

さ
て
、
親
鸞
聖
人
の
銅
像
は
い
か
な
る
意

義
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
像
に
対

面
し
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
感
覚
を
抱
き
何

を
連
想
す
る
の
か
、
逼
り
く
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
ど
う
聞
く
の
か
、
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

人
の
持
つ
想
像
力
に
関
係
が
あ
る
の
だ
が
、

こ
こ
が
大
事
な
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
こ
れ
を
機

会
に
、
私
は
ど
の
よ
う
な
親
鸞
聖
人
に
遇
い
た
い
の
か
、

遇
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
？
そ
の
こ
と
を
考
え
銅
像
を

前
に
し
て
、
呼
び
起
こ
し
て
く
る
「
親
鸞
」
そ
の
人
を

少
し
訊
ね
て
み
た
い
。

傘
を
目
深
く
か
ぶ
り
、
墨
袈
裟
、
杖
と
念
珠
を
両
手

に
持
ち
、
わ
ら
じ
と
い
う
出
で
立
ち
は
、
『
し
か
れ
ば

す
で
に
僧
に
あ
ら
ず
俗
に
あ
ら
ず
。
こ
の
ゆ
え
に
「
禿
」

の
字
を
も
っ
て
姓
す
』
つ
ま
り
、
流
罪
以
降
の
親
鸞
聖

人
、
名
も
な
き
民
衆
の
中
に
帰
っ
て
行
か
れ
た
親
鸞
聖

人
像
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。

「
う
み
か
わ
に
、
あ
み
を
ひ
き
、
つ
り
を
し
て
、
世
を

わ
た
る
も
の
も
、
野
や
ま
に
、
し
し
を
か
り
、
と
り
を

と
り
て
、
い
の
ち
を
つ
ぐ
と
も
が
ら
も
、
あ
き
な
い
を

も
し
、
田
畠
を
つ
く
り
て
す
ぐ
る
ひ
と
も
、
た
だ
お
な

じ
こ
と
な
り
」

歎

異

抄

あ
ら
ゆ
る
厳
し
い
現
実
の
中
で
迷
い
、
生
死
流
転
せ

る
五
濁
の
世
を
自
ら
の
住
家
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
悲

し
み
苦
し
み
悩
ん
で
い
る
人
々
を
我
ら
と
し
て
、
大
地

に
し
っ
か
り
根
差
し
て
踏
み
出
さ
れ
て
い
る
お
姿
、
と

も
に
安
立
で
き
る
地
平
を
求
め
て
お
ら
れ
る
宗
祖
を
偲

ば
せ
て
い
た
だ
き
、
感
慨
深
い
不
思
議
な
共
感
を
も
つ

の
は
私
の
傲
り
で
あ
ろ
う
か
。
「
御
同
朋
・
御
同
行
と

こ
そ
か
し
ず
き
て
お
お
せ
ら
れ
け
り
」
あ
ら
ゆ
る
人
々

に
寄
り
添
う
姿
勢
こ
そ
が
、
こ
の
混
沌
と
し
た
経
済
格

差
拡
大
社
会
の
中
で
い
か
に
大
切
か
？
忝
く
も
別
院
・

神
奈
川
教
化
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ
か
ら
の
歩
み
に
示
唆
を

頂
戴
す
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。

セ
ン
タ
ー
事
業
で
あ
る
「
元
気
な
寺
づ
く
り
講
座
」

が
い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
。
グ
リ
―
フ
ケ
ア
ー
事
業
も
始

ま
る
、
セ
ン
タ
ー
の
活
性
化
と
共
に
別
院
が
元
気
に
な

り
、
希
望
を
持
っ
て
い
ろ
ん
な
夢
を
描
く
。
そ
ん
な
セ

ン
タ
ー
の
運
用
と
別
院
づ
く
り
を
模
索
し
続
け
た
い
。

２０１８年１月１日 ～いまひらく ありのままの わたし～ 第６９号

1

【
発
行
】
真
宗
大
谷
派

本
願
寺
横
浜
別
院

横
浜
市
港
南
区
日
野
一
ー
十
ー
八

TEL
（
〇
四
五
）
八
四
一
ー
三
四
三
四

FAX
（
〇
四
五
）
八
四
一
ー
三
四
二
八

（h
ttp:/

/w
w
w
.y
ok

oh
a
m
a-

oota
n
i.c
om

）

〒234-0051

～
横
浜
別
院
だ
よ
り
～

【宗祖親鸞聖人銅像建立奉告法要・除幕式】

動
き
出
す

神
奈
川
教
化
セ
ン
タ
ー

Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
６

輪
番

坂
田

智
亮



昨
年
十
二
月
に
続
き
、
別
院
の

本
堂
に
お
い
て
仏
前
結
婚
式
を
行

な
い
ま
し
た
。

仏
前
結
婚
式
と
は
、
仏
さ
ま
の

尊
前
で
夫
婦
と
な
る
こ
と
を
誓
い
、

愛
情
や
財
産
と
い
っ
た
条
件
付
き

の
結
び
つ
き
で
は
な
く
、
数
限
り

な
い
縁
に
よ
っ
て
二
人
が
出
会
い
・
結
ば
れ
た
こ

と
を
確
か
め
あ
う
大
切
な
儀
式
と
言
え
ま
す
。

坂
田
輪
番
の
司
婚
の
も
と
、
両
家
ご
家
族
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
、
永
江
雄
二
さ
ん
、
小
野
沙
樹
さ

ん
は
、
阿
弥
陀
様
の
ご
尊
前
で
、
誓
い
の
こ
と
ば

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
「
遠
く
宿
縁
を
慶
べ
」
と

い
う
言
葉
が
結
実
し
た
瞬
間
に
思
え
ま
し
た
。

仏
前
結
婚
式
を
ご
希
望
の
方
は
別
院
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

（
文
責

家
本
）

【
招
集
日
】
二
〇
一
七
年
十
二
月
七
日

【
議

案
】

｢

第
一
号

任
期
満
了
に
よ
る
責
任
役
員
の
選
定

に
つ
い
て
」

全
会
一
致
で
承
認
可
決

｢

第
二
号

横
浜
別
院
・
神
奈
川
教
化
セ
ン
タ
ー

の
規
約
変
更
並
び
に
セ
ン
タ
ー
拠
出
金
に
つ
い
て
」

全
会
一
致
で
承
認
可
決

【
責
任
役
員
】

橋
本
正
博

氏
（
横
浜
組
智
廣
寺
住
職
）

加
納
靖
夫

氏
（
本
願
寺
横
浜
別
院
門
徒
）

〔
任
期
二
〇
一
七
年
十
二
月
二
十
六
日
か
ら

二
〇
二
〇
年
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
〕

十
二
月
十
四
日
、
す
っ
き
り
し
た
冬
晴
れ
の
中
、

い
よ
い
よ
第
一
回
「
元
気
な
お
寺
づ
く
り
講
座
」

が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
元
気
の
お
寺
づ
く
り
講
座

は
本
山
の
教
化
施
策
の
一
つ
で
あ
り
、
全
五
回
の

開
催
と
な
っ
て
い
ま
す
。
開
講
に
あ
た
り
、
本
山

か
ら
草
野
参
務
、
禿
企
画
調
整
局
長
、
中
川
東
京

教
務
所
長
が
来
院
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
始
め
に
、

草
野
参
務
か
ら
ご
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
坂
田
輪

番
よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
禿
局
長
か

ら
講
座
の
主
旨
や
願
い
な
ど
の
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

参
加
寺
院
は
、
別
院
を
含
め
て
五
ヶ
寺
、
十
九

名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
三
班
に
分
か

れ
て
「
寺
業
計
画
書
」
を
作
成
す
る
た
め
の
作
業

を
行
な
い
ま
す
。
寺
業
計
画
書
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
お
寺
の
永
続
を
導
く
た
め
に
作
成
す
る
寺
業
計

画
で
あ
り
、
そ
の
作
成
と
実
行
に
必
要
な
プ
ロ
セ

ス
全
般
の
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。
全
五
回
の
講

座
を
通
し
て
、
各
寺
院
が
参
加
者
と
共
に
そ
れ
ぞ

れ
の
寺
業
計
画
書
を
創
造
し
て
い
く
作
業
を
行
い

ま
す
。

講
師
は
、
竹
原
了
珠
企
画
調
整
局
寺
院
活
性
化

支
援
室
支
援
員
が
担
当
し
、
全
五
回
の
講
座
を
行

い
ま
す
。
竹
原
先
生
は
、
自
己
紹
介
の
中
で
自
身

の
出
身
地
で
あ
る
石
川
県
七
尾
市
は
過
疎
化
が
進

み
、
能
登
半
島
全
体
が
「
消
滅
可
能
都
市
」
で
あ

る
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
消
滅
可
能
都
市
と
は
、

二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
四
〇
年
の
間
に
二
十
代
か

ら
三
十
代
の
女
性
が
半
数
以
下
に
な
る
都
市
を
い

い
ま
す
。
横
浜
市
に
お
い
て
も
、
二
〇
一
九
年
に

人
口
が
ピ
ー
ク
と
な
り
、
二
〇
一
九
年
以
降
は
人

口
が
減
少
し
て
い
く
と
統
計
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ

て
い
る
と
紹
介
さ
れ
た
の
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
ま
た
、
一
般
社
団
法
人
お
寺
の
未
来
「
寺
院
・
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元
気
な
お
寺
づ
く
り
講
座

開
講

講
師

竹
原

了
珠

師

院
議
会
（
臨
時
）
開
催
報
告

仏
前
結
婚
式
（
十
一
月
二
十
六
日
）

～
遠
く
宿
縁
を
慶
べ
～

↑
草
野
参
務

↑
禿
局
長



僧
侶
に
関
す
る
生
活
者
の
意
識
調
査
」
）
が
行
っ

た
「
寺
院
や
僧
侶
に
期
待
し
て
い
ま
す
か
？
」
と

い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
約
半
数
の
人
が

「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
を
選
ん
で
お
ら
れ
る
そ
う

で
す
。
そ
の
結
果
か
ら
、
今
後
の
お
寺
の
頑
張
り

に
よ
っ
て
世
間
の
期
待
度
が
好
転
し
て
い
く
可
能

性
あ
る
と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
参
加
者

が
そ
れ
ぞ
れ
の
お
寺
の
使
命
を
は
っ
き
り
さ
せ
、

実
施
可
能
な
寺
業
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
お
寺
の
在
り
方
が
見

え
て
く
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

第
一
回
目
の
内
容
は
、
「
外
部
環
境
分
析
」
と

い
う
こ
と
で
、
自
分
の
お
寺
を
囲
む
環
境
は
ど
の

よ
う
な
状
態
か
、
そ
の
環
境
は
、
こ
れ
か
ら
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
全
体
像
を
具

体
的
に
把
握
し
、
機
会
と
脅
威
を
抽
出
す
る
こ
と

で
、
班
ご
と
に
、
機
会
と
脅
威
を
出
し
合
い
ま
し

た
。次

回
の
テ
ー
マ
は
、｢

無
形
の
価
値
の
視
点
か

ら
自
坊
の
強
み
を
見
出
し
、
進
む
べ
き
お
寺
の
将

来
像
を
描
く｣

で
す
。

（
文
責

家
本
）
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《
別
院
声
明
儀
式
研
修
会
の
ご
案
内
》

《
二
〇
一
七
年
度
第
四
回
声
明
儀
式
研
修
会
》

【
日
時
】
一
月
十
九
日
（
金
）

午
前
十
時
三
十
分
～
午
後
四
時

【
講
師
】
鈴
木
友
好

師(

本
山
・
堂
衆
）

【
講
題
】
「
報
恩
講
の
儀
式
全
般
に
つ
い
て
」

【
参
加
費
】
千
円

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

↑
講
師

竹
原
了
珠
師

↑
講
座
の
様
子

《
神
奈
川
四
ヶ
組
行
事
予
定
表
》

《
横
浜
組
》

【
横
浜
組
門
徒
研
修
会
】

〔
第
一
回
〕

【
日
時
】
二
月
八
日
（
木
）
午
後
一
時
半
～

【
講
師
】
一
楽

真

師(

大
谷
大
学
教
授
）

〔
第
二
回
〕

【
日
時
】
五
月
三
十
日
（
水
）
午
後
一
時
半
～

【
講
師
】
瓜
生
崇

師(

京
都
教
区
玄
照
寺
住
職
）

【
会
場
】
本
願
寺
横
浜
別
院
（
両
日
共
）

《
三
浦
組
》

【
二
〇
一
八
年
寺
子
屋
】

〔
第
一
回
〕

【
日
時
】
二
月
十
六
日
（
金
）
午
後
一
時
～

【
講
師
】
藤
原

正
寿

師(

大
谷
大
学
准
教
授
）

【
会
場
】
西
來
寺
（
横
須
賀
市
不
入
斗
町
）

〔
第
二
回
〕

【
日
時
】
三
月
六
日
（
火
）
午
後
一
時
～

【
講
師
】
荒
山

淳

師

(

名
古
屋
教
区
教
化
セ
ン
タ
ー
主
幹
）

【
会
場
】
浄
榮
寺
（
横
須
賀
市
吉
倉
町
）

〔
第
三
回
〕

【
日
時
】
四
月
九
日
（
月
）
午
後
一
時
～

【
講
師
】
黒
田
進

師(

長
浜
教
区
満
立
寺
住
職
）

【
会
場
】
來
福
寺
（
三
浦
市
南
下
浦
町
上
宮
田
）

『
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
を
学
ぶ
連
続
研
修
会
』

【
日
時
】
第
一
回

三
月
八
日(

木)

第
二
回

四
月
五
日(

木)

第
三
回

五
月
十
日(

木)

※
全
日
程
・
十
時
三
十
分
～
十
六
時
三
十
分

※
連
続
三
回
の
受
講
を
原
則
と
し
ま
す
。

【
講

師
】
尾
角
光
美

氏(

リ
ヴ
オ
ン
代
表
理
事)

水
口
陽
子

氏
（
リ
ヴ
オ
ン
理
事
）

【
会

場
】
本
願
寺
横
浜
別
院
・
研
修
室

【
受
講
者
】
定
員
二
十
名

※
門
徒
の
参
加
可

【
参
加
費
】
一
万
二
千
円
（
全
三
回
分
）

【
リ
ヴ
オ
ン
に
つ
い
て
】

リ
ヴ
オ
ン
は
、
代
表
の
尾
角
光
美
が
十
九
歳

の
時
に
母
を
自
殺
で
亡
く
し
た
の
を
き
っ
か
け

に
あ
し
な
が
活
動
を
経
て
「
い
つ
、
ど
こ
で
、

ど
の
よ
う
な
形
で
大
切
な
人
を
亡
く
し
て
も
、

そ
の
人
が
必
要
と
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
確
実
に
得

ら
れ
る
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
て
立
ち
上
げ

た
社
団
法
人
で
す
。(

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋)

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
院
ま
で
。



編
集
後
記

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
昨

年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
様
々

な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
親
鸞
聖
人
像
が
建
立

さ
れ
て
、
別
院
の
景
観
が
一

変
し
、
通
り
す
が
り
の
道
ゆ

く
人
が
、
「
こ
れ
は
一
体
な

ん
だ
」
と
い
っ
た
顔
で
、
ま

じ
ま
じ
と
親
鸞
聖
人
の
お
顔

を
見
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

事
業
に
関
し
て
は
、
「
元

気
な
お
寺
づ
く
り
講
座
」
が

始
ま
り
、
未
来
の
別
院
像
を

模
索
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
別
院
の
周
り
の
環

境
も
少
し
ず
つ
で
す
が
変
化

が
あ
り
ま
す
。
飲
食
店
が
少

な
く
な
り
、
古
い
ア
パ
ー
ト

が
取
り
壊
さ
れ
、
一
戸
建
て

の
家
が
建
ち
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
高
齢
化
に
よ
る
空
家

も
目
立
ち
始
め
ま
し
た
。
過

渡
期
と
い
う
言
葉
だ
け
で
は

済
ま
な
い
時

代
が
、
近
づ

い
て
き
た
よ

う
に
思
い
ま

す
。(

家
本)
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定例法話 午後１時３０分より

１月９日(火)横浜組 願西寺 佐々木健太郎 師

２月９日(金)横浜組 長慶寺 中村 良照 師

２月２８日(水)別院 輪 番 坂田 智亮 師

横浜別院同朋の会 午後１時３０分より

２月１８日（日）座談を中心に行ないます。

また２０１８年度の計画を話し合います。

※１月１８日の同朋の会は休みです。

※１月２８日の定例法話は「東京教区報恩講」

のため休みです。

本願寺横浜別院・神奈川教化センター
「2017年度公開講演会｣

３月３日(土)１４時より１６時まで

【講 師】三留理男 氏（報道写真家）
み と め た だ お

【講 題】「時代の目撃者」

【場 所】本願寺横浜別院・研修室

【参加費】1,000円

【講師紹介】
1938年生まれ。報道写真家。日本大学芸術

学部中退。在学中に写真集『小児マヒの記
録』を発表。以後、アジア・アフリカを中
心に取材を続け、1982年、「国境を越えた
子どもたち」をはじめとする一連の作品に
よって第三世界の国境線上の状況を広く世
界に伝えたことで「第1回土門拳賞」を受賞。
2013年出版社具象舎設立。

【開催の願い】
昨年に引き続き、今年も公開講演会を伝

道部主催で開催することになりました。
三留氏は、報道写真家として、長年世界

各地を飛び回り活躍され、先の東日本大震
災においても、いち早く現地入りされ、あ
りのままの姿をフィルムに収めらています。
これまでの経験を通して、その時代のお話
をしていただきます。

事前申し込みは不要です。お誘い合わせ
の上、ご参加ください。

― 各法要（おつとめ・ご法話）のご案内 ― 2018年1月～2月

東京教区報恩講団体参拝のご案内

【日 時】 ２０１８年１月２８日（日）

【集合時間】９時

【集合場所】本願寺横浜別院
【行き先】東本願寺真宗会館（練馬区谷原）

【会 費】3,000円（昼食、交通費込み）

【定 員】１５名（定員になり次第締め切り）

【交通手段】マイクロバス（１５人乗り予定）
【解散時間】１７時３０分

（別院での解散となります）

毎年、別院同朋の会の方を中心にお参りし

ております。ぜひお気軽にご参加ください。

ご希望の方は別院までご連絡ください

（電話 ０４５‐８４１‐３４３４）
担当：家本

～どなたもご自由にお参りください～


